
http://www.asada-metal.co.jp/

株式会社アサダは、スチール、ワイヤー、ピアノ線、硬鋼線、ステンレ

ス線などのばね材を主に取り扱っている線材・帯材の専門商社です。
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高強度ばね用ステンレス鋼線

確かな技術としなやかな発想でお応えします
近年、製品のコンパクト化、低コス ト化に伴い、従来のばね用ステンレス鋼線よ

りも、さらに高強度で高靭性な材料の要求が強くなりつつあります。

当社では、この要求に応えるため、成分を吟味し、独自の製造方法を施し、さら

に長年培ったばね用ステンレス銅線の製造技術を駆使することによりSUS304-
WPBに比べて極めて高強度で優れたばね疲労特性と耐へたり性および良好なコイ

リング性を有するばね用ステンレス銅線を開発しましたのでご紹介致します。

■特 徴
蝙高強度である 引張り強さは、ビアノ線A種、B種 (SWP…A,…B)に匹

敵する強度を有している。

従来のばね用ステンレス鋼線より高応力でのばね設計が

可能であり、疲労強度に優れている。

ばねの荷重特性は、細線領域ではS∪ S304…WPBよ り

優れたピアノ線と同等レベルにある。

ばねの繰り返し使用時の耐へたり性に優れている。

蝙疲労強度に優れる

蝙ばね荷重特性に優れる

蝙耐へたり性に優れる

-1-



―Z―

Okn♀
土当饗⊇2J4■乙κrゝ⑦『∃NIJ日∃d∩S〕回3と4κ壬と田碑FI鵬璽』

°
二半0邸⊇1燿辟⊇

｀
劉U EP

寧12、ncコ1彩劃⑦製

`¥Ш

ШO[0:
｀
f12ヽnCコ|ヽ6漁当■藪已⑦EET:象鄭

0・OSI

ЭシZ

090Z～OιZI

⊥て
O10・0

080°0-
0

06・Z

0・081
OIIZ～O18109・Z
091Z～098108・Z
OIZZ～O16100°Z

0・OZIЭZZ09ZZ～096108・I
008Z～O10Z09・I

0・09Э81098Z～090Z
⊥て
200・0

S10・0-
0

0シ
・
I

00シZ～OIIZOZ・I

0・09
Э91

0098～OIZZ

00・I

土て

900・0

O10・0-
0

06・0

0・0シ
08・0
9Z・0

0・08
ЭZI

99・0

0098～0088

09・0
99°0
09・0

0・ZI
0・9ZЭZI

200・0-
0

Sシ
・
0

099Z～098Z

0シ
・
0

0・ZZ
Э8

ЭOI
98・0

0・OI
Z8・0

0・OZ08・0
0・80・SI

Э809ZZ～09シZ

6Z・0

0°9
0°ZI

Э9

2Z・0
97・0

9・88る
°
0

0・8
0・2

Э9

0シ88～099Z

OZ・0
0°S

⊥て
シ00・0

シ00・0-
0

81・0
9・Z91・0

0・I
Эシ

シI・0
ZI・0

8・0OI・0
sN8nHJNHsNgnHJNH(zWll1/N)

マ亜聖1色

(ШIU)

翼鬱野
(ШIU)

=▽
撃鬱削

(WW)
2型載漱 (8■)喜夏載当(ЧЭ■l素攣

当 ] 己¥■
°
二準q些コ1己峯2当]⑦―n・I十一′ヽ

導■日
°
重2動鵬耳u]コ1軍1牟|コ)コIt17｀ηヽttq⊇醇2彙李J

ル4κ壬4rとコ撃Iw9ィコIIl17曰u｀Cマシo8S∩S⑦lN8‥J08[9聟2製鵬明載当
｀
∩雪コlr

ル´LOCS∩S⑦lNをJЭttL 9tn2u♀7率普⑦鵬と4κ壬と当Jルイ壬Y―率
｀
準|-611十一′ヽ

↓筆薫η)L¥■
°
重準∩些コIL¥2騨静⑦影調薫コ)⑦-6=十一rヽ

00・81～
00・91

00°8～
00・9

土て
080・0

土て
9シ0・0

⊥て
00°Z

土て
00・I

上て
SI・0

摯降

JЭINSduン、ISЭ

%珊薫

“

口薫1,日



特

１
・

□

４．

性

カロエ硬化特性
ノヽ一キュリーとS∪S304の伸線カロエにおける引張特性及びねじり特性の変化を図1～3に示し

ます。

ノヽ一キュリーはSUS304に比べて同一減面率 (60%以上)で引張強さにおいて300N/m m2、

ねじり強さにおいて150N/mm2以上高い値を示しています。
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図1 減面率とσB,σ o2の関係
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条  件

引張強さ

(N/mm2)

耐 力

σ 02

(N/mm2)

縦弾性係数
E

(kN/mm2)

ねじり強さ

(N/mm2)

ねじり降伏強さ

(N/mm2)

横弾性係数
G

(kN/mm2)

ハー■■lリー
伸 線 の ま ま 2157 1922 165.7 1236 1040 71.6

低温焼なまし 2285 2059 171.6 1304 1157 73.5

SUS304
伸 線 の ま ま 1765 1589 161.8 941 814 68.6

低温焼なまし 1932 1755 166.7 1020 932 69.6

SヽVP―A
伸 線 の ま ま 1893 1520 192.2 1089 つ

０
次
Ｕ

Ｏ
Ｏ 78.5

低温焼なまし 2040 1863 205.9 1177 1030 80.4

SヽVP―B
伸 線 の ま ま 2118 1706 194.2 1226 995 78.5

低温焼なまし 2285 2059 206.9 1324 1128 80.4

表3,4は、ノヽ一キュリーとS∪S304等の比較鋼種について伸線のままの状態時と最適低温焼な

まし状態時 (線径2.Omm,0.4mm)の引張特性及びねじり特性を示します。

■表3 低温焼なましによる機械的特性の変化 (線径2.Omm)

低温焼なまし条件 ハーキュリー   :350℃ ×30分

SUS304      :400℃ ×30分

SWP―A,罰VP―B :200℃ ×30分

4-3.引 張強さ規格
ノヽ一キュリーの線径別の引張強さ規格とSUS304-WPB、 ビアノ線A種 (SWP―A)及びピア

ノ線B種 (SWP‥ B)(」 IS規格)との対比を表5に示 します。

ノヽ一キュリーの引張強さ規格は、ビアノ線と比較 し細線径側では、SWP¨Aよ り若干低 く、太

線径側ではSWP… Bにほぼ相当する規格となつています。

■表4 低温焼なましによる機械的特性の変化 (線径0.4mm)

条  件

引張強さ

(N/mm2)

耐  力

(N/mm2)

縦弾性係数
E

(kN/mm2)

ねじり強さ

(N/mm2)

ねじり降伏強さ

(N/mm2)

横弾性係数
G

(kN/mm2)

ハーキゴリー
伸 線 の ま ま 2623 2346 189.7 1373 1196 77.6

低温焼なまし 2705 2461 194.5 1399 1234 79.1

SUS304
伸 線 の ま ま 2170 1931 173.5 1058 918 74.3

低温焼なまし 2377 2139 179.2 1123 1025 75.1

SWP―A
伸 線 の ま ま 2506 2284 185.7 1304 1006 77.9

低温焼なまし 2546 2328 193.1 1321 1137 79.6

SヽVP―B
伸 線 の ま ま 2610 2348 187.7 1340 1025 78.2

低温焼なまし 2641 2411 194.4 1356 1151 79.8
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4-5.線 の疲労特性
ノヽ一キュリー及びSUS304を伸線カロエ後、直線カロエした線材について、中村式繰り返し回転

曲げ疲労試験によるS¨N線図の結果を図7及び表フに示します。

繰り返し数 107回時の疲労限について、ノヽ一キュリーは564N/m m2で ぁり、S∪ S304に比
べて137N/mm2高 い疲労強度を有します。

(線径 :20mm)

低温焼なまし条件
八―キュリー :350℃ ×30分
S∪S304:400℃ ×30分

試験速度 :4000rpm

八―キュリー
＼ ‐

＼ SUS 304

105               106               107

繰り返し回転数 (回 )

図7 回転曲げ疲労試験結果 (中村式)

4-6.ば ねの疲労特性
ノヽ一キュリーとS∪S304の圧縮コイルばね (線径 1.Omm)に おけるばね疲労試験結果を図8
に示します。試験に使用したばねの仕様を表8に示します。

平均応力を490N/mm2_定 とし、繰 り返 し数 107回時の疲労限についてノヽ一キュリーは

319N/m m2で ぁり、S∪ S304に比べ約50N/mm2高い応力振幅を満足します。

(ばねの線径 :10mm)

冬 社

℃×30分
×30分＼

′ヽ一キュ
3US 3C

リー :3〔

4:40C
490N/n

Ⅷ

Ю

℃

＼
＼

＼

＼ ゝ イヽ■キユリァ

|
SUS 304

105                 106                 107

繰 り返 し数 (回 )

図8 ばね疲労特性寿命結果

ノヽ一キュリーの圧縮コイルばね (線径0.5mm)における、ばね疲労試験結果を図9に、ショッ

トピーニングを施した際の、ばね疲労試験結果を図10及び表9に示します。

試験に使用したばねの仕様を表 10に示します。

平均応力を600N/mm2_定 とし、繰り返し数 107回時の疲労限について、シヨットピーニン

グ無しでは300N/m m2でぁり、ショットピーニングを行う事により、500N/mm2と なり、

大幅な疲労限の向上が認められます。

■表7線 の疲労試験結果 (線径2.Omm)    ・

条 件

疲労強度
(N/mm2) 引張強さ

(N/mm2)
105回 107回

ハーキュリー 574 564 2206

SUS304 ９つ
０

員
υ 427 1824

低温焼なまし条件 ハーキュリー :350℃ ×30分

SUS304   :400℃ ×30分

■表8疲労言式験用圧縮コイルばねの仕様

線    径 (mm) 1.0

コイル平均径 (mm) 10.0± 0.1

総 巻  数 (巻 ) 6.0

有 効 巻 数 (巻 ) 4.0

自 由  長 (mm) 26.0± 0.2

直 角 度 2° 以下

500

450

E
E400
Z

雪 350
贈
R
崚 300

250

-7-
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